
」avaプログラミング I

7回目 switch文と論理演算子

■ 今日の諸義で学ぶ内容 ||
。switch文

・論理演算子

・条件演算子

「1  11●   条件判断文 3 switch文   「 11■ | |

switch文  式が caseのラベルと一致する場所から直後の breakjま で処理します
どれにも一致しない場合、default:か ら直後の breakjま で処理します

ラベルが重複する場合は「caseラ ベルが重複しています。」のコンパイルエラーになります

にが default:は 指定しないか、または1つ指定するかであり複数指定することはできません
default:を 省略するとどのラベリレとも一致しない場合、何もせずswitch文 を抜けます

島,SWitCh文 の式にはこの他列挙型やラッパクラス、またラベルには定数などの定数式を書
くことダできより柔軟なプログラムが可能です。」avaプログラミングⅡで解説します。

翫
xヽずれ

Xff管し

break文 switchフロック内の実行中の処理を強制的に終了し、プロックから抜けます

switch〈 1)

{

breakJ

}

ソースコード例
ソースフアイル名 I Sample7_■ .java

由    雪芳言こま暮
ま

榎しないように注意 しましょう

コロンです

一般にdefault:は 最後

に書くようにします

//入力値の判定
■mport java.ェ o. ;

class sample7_■

(

public static void main(string[] args)thrOws loException

{

//キーボード入力の準備
BufferedReader br;

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(System.in));

//キーボード入力
System.out,printin(“整数を入力して<ださい。・ );

ぴ農g∝・par"Щレrmttm《 Dj

switch(1)//変 数iにょり処理を分岐
{ 〆〃
>CaSe t//iが 1のとき、

System.out,println("1が入力されました。・);

ンcase 2://iが 2のとき、
System.out.println("2が 入力されました。

フdefault://iが 1でも2でもないとき、
system.out,println(Ⅲ lか 2を入力してください。
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実行画面■

整数を入力してください。

lθ
lが入力されました。

実行画面 2

整数を入力してください。

2θ
2が入力されました。

実行画面 3

整数を入力して<ださい。

3θ
■か2を入力して<ださい。

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample7_2.java

//入力文字の判定

class sample7_2

{

public static void main(String[]arg5)

{

char c= b'j

switch(c)//変 数 cにより処理を分岐

(

case'a'://Cが 'a'のとき、

弱浄籠m.out.println(“ aです");

メお
lttm鶴 [.徘1計 ,可 すヽっ;

default://cが taiでも'b`でもないとき、
system.out.println("aで も bでもありません");

実行画面

bです

n switch文
でbreakJを省略したらどうなるP

・続けて次のラベルからの処理を行います
。以降、最初に出会うbreak;まで来たら switchプロックを抜けます
。すべての break;を 書かない場合 switchブロックの最後まで来るとプロックを抜けます

Sample7_■ .javaの break;を すべて取り除いた場合の実行画面です

実行画面■

整数を入力してください。

lθ
lが入力されました。

2が入力されました。

1か 2を入力してください。

実行画面 2

整数を入力してください。

2   θ
2が入力されました。
■か2を入力してください。

実行画面 3

整数を入力してください。

3θ
lか 2を入力して<ださい。
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論理演算子

論理積

「かつ」

!,  &&,

00
＝
の

論理演算子   | ●  ■ :

オペランドFo3の論理的な関係
。～ではない
。かつ
。または

を評価して真(true)または偽(false)を判断します

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample7_3.java

//論理演算子の真理値表
class sample7_3

{

public static void main(String[] args)

(

System.out.println(“ !t rue = “+ (!t rue));

System.out.println("!false = " + (!false))j

System.out.println(“ t rue && t rue = "+ (true && true));

systern.out.println(・ t rue && false = "+ (true && false));

System.out.println("false && true = “+ (false && true));
System.out.println("false && false = “+ (false && false));
system.out.println("true ll true = “+ (true ll true));
system.out,println("t rue ‖ false = "+ (true ll false))j
system.out.println("false ll true = "・  (false ll true));
System.out.println(° false ll false = "+ (false ll false));

}

}

実行画面

!true = false

lfalse = true

t rue && t rue = true

true && false = false

false && true = false

false && false = false

true ll true=true
true ll false = true

false ll true = true

false ll falSe = false

オペランドの数
:は単項演算子です
銀 と ||は 2項演算子です

論理演算子とその意味

ここで、変数 aと bを boolean型 とします

論 理 否 申     !○
「～ではないJ    aバうう

″

極かboolean型の変数には論理値リ
trueと falseを代入できます

∈
テラルの

＼
=t ノ

0&&o a       b a 22 h

true   true  ltruq

true   false  false

false  true   false

蜃」○‖9
黎 ―

a  b  a li b

ii!:に  :||:e lll:
false  false  false

C

関係演算子と一緒に

関係演算子の演算結果は
boolean型です

論理演算子のオペランドに

関係演算子を用いた式を書

くことが多いです
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//大文字・小文字の処理

■mport java.■ o. ;

class Sample7_4

{

public static void main(String[]

{

argS)thrOws 10Exception

//キーボード入力の準備

BufferedReader br;

br = new 3ufferedReader(new lnputstreamReader(System.in));

syste嘔 out println(“ あなたは男性です力
()Yか

Nを入力してくだ」 ヽ

鼈薦1選亀墨腎「
(      ■fク

「)
if(C=='Ni ll C=='n')//Nま たはnとき、

System.o6rprintln("あ なたは女性ですね。");

else

System.out.println(“ Yか Nを入力して<ださい。

//キーボードから整数を入力
int i=Integer`lfttF=elnt(br・ readLine());

//キーボードから実数を入力
double d=DouFど轟 rseDouble(br.readLine());

//キーボードから一文字を入力

入力と他のキーボード入力

ソースコード例

ソースファイル名 :Sample7_4.java

実行画面

あなたは男性ですかP

Yか Nを入力してください。

y   θ
あなたは男性ですね。

λ

2 if文の条件内の論理演算子 ||を switch文でわかりやすく表現してみなしょう

ソースフアイル名 :Ext7_1.java

絆
ひ

↓
、
aノ

//大文字・ 小文字の処理 2

■mport java.■ o. j

class Ext7 1

{

public static void main(String[]

{

argS)thrOws 10Exception

//キーボー ド入力の準備

BufferedReader br;

br = new BufferedReader(new lnputstreanlReader(System.in));

System.out.println(・ あ な た は 男 性 で す か PYnYか Nを入 力 して くだ さ しヽ。
口
);

//キーボードから 1文字を入力

タリ
switch(c)

System.out.println(mYか Nを入力してください。

7/10 8/10



〆 あッリc
条件演算子

コードlS」

コード仮」

a==2 7 ■0

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample7_5.java

たとえば、条件演算子の演算結果を別の変数に代入する場合にどちら
でも対応できるようにランクの高い型になるようになっています

条件演算子

P: 条件が

レt久 二

襲荘讐普2.キ_
条件は boolean型 で、関係演算子で表現される式などを記述します
例えば、aく b、 a!=5な ど

～
V●/― ―

で裔贔
準
算結果の型は球 ■と式 2の演算結果の型のう

」
ランクの高い

三}す

9最 終的に演算結果となる値は式■と式 2のどちらかです

実行画面

喜えられた整数は奇数です。

晟 条件演算子と if文の違いは,

if文     制御構造の 1つ

条件演算子  演算子の 1つ

また、次の条件演算子のコードは

ヒ]T=回 P□ :□ ;

→演算結果をもちません

→

鞭

ので
型

できます

」:ll[1護F吾薔吾:『悪1夫転ます

」

「
―
∃

)か
|、

ο

/、∫

if～ else文を用いて

if(団 )

anS=□ J

else

ans=日 巨 ];

■ 今日の構義のまとめ |
。switch文は条件判断文の 1つです。多分岐の条件判断を見通し良く記述できます。

。論理演算子は、論理否定「～ではない」、論理積「かつ」、論理和「または」を評価します。
論理演算子を用いると、if文や if～ else文でより高度な条件を.E述できます。

・条件演算子は、3項演算子です。条件演算子を用いた式の演算結果は、与えられた条件が
真または偽によりいずれかに決まります。

巨金当:

//1円 数 。奇数の判定
class sample7_5

{

public static void main(string[]arg5)

{

//儡数・奇数の半」断

14g(囲 搬 :

sytteに OutFtttい られた整数は"+str+い です。 ')j
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